
－ i －

　

中逵啓示　教授　略歴・主要著作目録

略歴（学歴および職歴）

1976 年 3 月 同志社大学法学部政治学科卒業

1976 年 4 月 同志社大学大学院法学研究科政治学専攻博士課程前期入学

1979 年 3 月 同上修了

1979 年 10 月 シカゴ大学大学院歴史学部博士課程入学

1985 年 8 月 同上修了（Ph. D.）

1985 年 10 月 日本学術振輿会特別研究員（1987. 3. 31 まで）

1985 年 11 月 立教大学客員研究員（1987. 3. 31 まで）

1988 年 4 月 文部教官広島大学講師総合科学部

1988 年 4 月 帝塚山大学教養学部非常勤講師（1989. 3. 31 まで）

1990 年 4 月 文部教官広島大学助教授総合科学部

1991 年 4 月 大学院社会科学研究科担当（1994. 3. 31 まで）

1994 年 4 月 文部教官広島大学助教授大学院国際協力研究科（1998. 8. 31 まで）

1996 年 4 月 広島修道大学法学部非常勤講師（1997. 3. 31 まで）

1997 年 7 月 マレーシア・マラヤ大学客員教授（1997. 9. 21 まで）

1998 年 9 月 立命館大学国際関係学部助教授

1999 年 4 月 立命館大学国際関係学部教授

2000 年 4 月 龍谷大学法学部非常勤講師（2004. 3. 31 まで）

2001 年 4 月 神戸大学法学部非常勤講師（2001. 7. 31 まで）

2002 年 8 月  カナダ・ブリティッシュコロンビア大学で立命館大学とのジョイントプ

ログラム教務主任（2003. 5 まで）

2006 年 4 月 ハーバード大学ライシャワー研究所客員研究員（2007. 3. 31 まで）

  現在に至る

（主な学内役職歴）

2001 年 4 月－2002 年 3 月 国際関係研究科主事（副学部長）
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2003 年 4 月－2005 年 3 月 国際インスティテュート教学委員長

2007 年 4 月－2011 年 3 月 国際インスティテュート教学委員長

2013 年－2017 年  大学協議員

2014 年 4 月－2016 年 3 月 国際関係研究科長

研 究 業 績

著書（単著）

『冷戦後の世界と米中関係』広島平和文化センター、1997 年

『中国WTO加盟の政治経済学─米中時代の幕開け─』早稲田大学出版部、2011 年

著書（共著）

“Alliance in Discord: The Anglo-American Dialogue on the British Recognition of the PRC, 

1949-1950” On Cultural Ground: Essays in International History, Robert D.Johnson (ed), 

Imprint Publications、1994 年

『年表ヒロシマ─核時代の 50 年の記録─』（中国新聞社編著）中国新聞社、1995 年

“China and the Post-Cold War Nuclear World”, Proceedings of the Forty-fifth Pugwash 

Conference on Science and World Affairs : Hiroshima, Japan, 23-29 July, 1995 : Towards 

A Nuclear-Weapon -Free World, （共著） Joseph Rotblat, Michiji Konuma eds., World 

Scientific, 1997 年

『地域社会と国際化─そのイメージと現実』（編著）中国新聞社、1998 年

「現代の紛争と核兵器拡散」『クリティーク国際関係学』（関下稔、永田秀樹、中川涼司ほか編著）

東信堂、2001 年

「アメリカ─そして日本」『エッセンシャル政治学』（梅津實、富沢克ほか編著）成文堂、2000

年

「アメリカと冷戦後の核兵器不拡散体制」『なぜ核はなくならないのか』（山田浩、吉川元ほか

編著）法律文化社、2000 年

「米国とグローバルガヴァナンス」『統合と分離の国際政治経済学 ─グローバリゼーションの

現代的位相─』（関下稔 , 小林誠 編）ナカニシヤ出版、2004 年

「日本の北朝鮮政策─小泉首相と拉致問題─」『東アジア共同体の構築』（西口清勝、夏剛ほか

編著）ミネルヴァ書房、2006 年

『東アジア共同体という幻想』（編著）ナカニシヤ出版、2006 年
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『なぜリージョナリズムなのか』（編著）ナカニシヤ出版、2013 年

［論文等］

“The Straits in Crisis: America and the Long-term Disposition of Taiwan, 1950-1958” 

unpublished doctoral dissertation submitted to the University of Chicago、1985 年 8 月

“The Short Life of the Official ʼTwo Chinaʼ Policy: Improvisation，Policy, and 

Postponement, 1950” UCLA Historical Journal, Vol.6 pp.38-49、1985 年

「『新冷戦』と 1950 年代前半の東アジア国際政治」『思想』No.744 pp.91-105、1986 年 6 月

「アイゼンハワー、ダレス外交の評価と冷戦観─リベラル、ニューレフトの観点とアイゼンハ

ワー修正主義をめぐって─」『立教法学』第 27 号 pp.217-242、1986 年 9 月

「アイゼンハワー政権と朝鮮停戦─『大量報復』戦略を軸に─」『社会文化研究』（広島大学総

合科学部紀要Ⅱ）第 14 巻 pp.29-53、1988 年 2 月

「朝鮮停戦と米韓関係─冷戦に隠れた別なる闘争─」『思想』No.791 pp.42-71、1990 年 5 月

「朝鮮戦争開戦を巡る日米の研究と議論」『社会文化研究』（広島大学総合科学部紀要Ⅱ）第 17

巻 pp.159-180、1992 年 2 月

「朝鮮半島分断の責任を巡る日米の研究」『広島平和科学』（広島大学平和文化センター）15、

pp.75-103、1992 年

「在韓被爆者問題─忘れられたもうひとつのヒロシマ─」（山根早苗、金沢 晃との共著）『広島

平和科学』（広島大学平和文化センター）16, pp.1-40、1993 年

「朝鮮停戦交渉開始への道─第三次世界大戦回避のための努力─」『国際政治』（日本国際政治

学会）第 105 号 pp.1-13、1994 年 1 月

「動揺するアメリカの中国政策」『問題と研究』1994 年 7 月号　第 23 巻 10 号 pp.34-42、1994

年 6 月

「利益誘導型基地運動の登場─岩国基地沖合移設はなぜ『成功』したのか─」The Journal of 

Pacific Asia（アジア太平洋研究会編）No.2 pp.81-89、1995 年 2 月

“A Profit-Oriented Transfer Movement and Why the Iwakuni Military Base Offshore 

Transfer was so ʼSuccessfulʼ” The Journal of Pacific Asia（同上英語版）No.2 pp.35-78、

1995 年 2 月

「冷戦後の核世界と米中関係」『問題と研究』1995 年 11 月号　25 巻 2 号 pp.34-42、1995 年 10

月

「地方の空の国際化─国際線開設に向けての自治体外交─」広島大学大学院国際協力研究科紀

要『国際協力研究誌』2巻 1号 pp.73-98、1996 年 3 月

「知的所有権関連法制定を巡る米中通商摩擦─1988 年包括通商法と TRIP交渉との関連で─」
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『問題と研究』1996 年 12 月号　26 巻 3 号 pp.85-95、1996 年 11 月

「知的所有保護の執行を巡る米中通商摩擦」『問題と研究』1997 年 3 月号　26 巻 6 号 pp.54-

65、1997 年 2 月

「米中繊維摩擦の構図─市場と政治権威の錯綜─」『国際政治』（日本国際政治学会）第 118 号 

pp.133-148、1998 年 5 月

「歴史の囚人：冷戦後日本の朝鮮半島政策」『海外事情』第 47 巻第 4号 pp.127-139、1999 年 4

月

“Japan's Korea Policy: A Prisoner of History”『立命館国際研究』12 巻 1 号 pp.33-42、1999

年 6 月

“Nancy Pelosi and Human Rights in China”『立命館国際研究』12 巻 2 号 pp.11-25、1999 年

12 月

“Remaining Cold War Perceptions in New Crises: The United States and Japan's Foreign 

Economic Initiatives in East Asia,” Ritsumeikan Journal of International relations and 

Area Studies, vol.16 pp.23-40.、2000 年 3 月

“Essence of Trade Negotiation: A Study on China's Entry for WTO”『立命館国際研究』14

巻 1 号 pp.15-33、2001 年 6 月

“Textbook and Safeguard Imbroglios in 2001: Domestic Roots of Japan's China Policy” 

Korea Review of International Studies, vol.4, No.1, Korea University, pp.113-124、2001 年

12 月

“Prime Minister in Command: Koizumi and the Abduction Question of Korea” Review of 

International Studies, vol.7, No.1, Korea University, pp.35-46、2004 年 12 月

“Prime Minister in Command: Koizumi and Abduction Question Revisited”『立命館国際研

究』21 巻 3 号 pp.205-220、2009 年 3 月

「東アジア金融統合の国際政治」『国際政治─東アジア新秩序への道程─』（日本国際政治学会）

第 158 号 pp.57-74、2009 年 12 月

「1995-6 年台湾海峡危機─日本はどう捉えたのか？─」『立命館国際研究』31 巻 4 号、2019 年

3 月

［研究講演発表］

“Diplomacy of East Asian Financial Cooperation”, 3rd GARNET Annual Conference, 

Mapping Integration and Regionalism in a Global World: The EU and Regional 

Governance outside the EU、2008 年 9 月

“China, Japan and Diplomacy of East Asian Financial Integration”, 2008 Six University 
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Symposium, How Should the World Live with China?、2008 年 11 月

「東アジアにおける金融協力と米国」、日米研究インスティテュート設立記念シンポジウム、パ

ネルディスカッション、2009 年 3 月

“Evaluating Japanese Growth and Rebirth Strategy?; Is Abe Inheriting DPJ's Policy?”, US-

Japan Research Institute, USJI Week、2013 年 3 月

“Abenomics and Rebirth Strategy of Japan”, A special lecture at Rutgers University.、2014

年 2 月

「東アジアは安定しているか ?」、立命館－韓国統一院合同シンポ、2015 年 12 月

“Will Japan go the way of prewar militarism again?”, An invited lecture at Graduate 

School of International Studies, Hankuk University of Foreign Studies、2017 年 10 月

“Trump and North Korea.”、韓国統一院と立命館との合同ワークショップ、2017 年 3 月

「いかにしてトランプは北朝鮮との交渉に応じたのか ?─世界はどこまで期待して良いのか

─」、北東アジア学会・立命館大学アジア・日本研究所共催ワークショップ 2018、2018 年

11 月

“How did or did not Japan respond to 1995-6 Taiwan Strait Crisis?”, Ineauality in Security 

Relations: Japan, Okinawa, and Taiwan in the Japan-US Security Treaty System, A 

Symposium by Institute of International Relations and Area Studies, Ritsumeikan 

University、2018 年 12 月

［司会・パネリスト等］

Session III, Mutual Perceptions and Regional Governance in East Asia”, 2010 Six-

University Annual Conference, “Mutual Perceptions and Bilateral Relations”、2010 年 10

月

パネルディスカッション「APEC、東アジア共同体とグローバルインバランス」、日米研究イ

ンスティテュート（USJI）APEC開催記念国際シンポジウム「アジアは世界経済を救えるか」、

2010 年 11 月

“US, Japan, and China Trilateral Trade Imbroglio: What is after the East Japan Great 

Earthquake?”, US-Japan Research Institute, USJI Week、2011 年 9 月

Session II: Foreign Policy Making, 2011 Six University Symposium, “New Challenges and 

Opportunities for Foreign Policy Making.”、2011 年 10 月

Session III, USJI-CNAS Joint Round Table, The Future of Economic and Trade Power: 

Challenges and Opportunities for the U.S.-Japan Alliance、2011 年 12 月

SESSION III: EAST ASIA&THE NEW LEADERSHIP, 2012 Six-University Annual 
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Conference Program, “Political Leadership Changes & International Relations in the 

Asia-Pacific Region”、2012 年 10 月

A panel session on economics, Six Universities Annual Conference, “New challenges facing 

international relations within the Pacific Rim: education, economy and politics.”、2013

年 10 月

A discussant, The ASPEN Institute Congressional Program, “American's Rebalance 

toward Asia: Trade, Security & Resource Interests in the Pacific.”、2014 年 4 月

“Women and Foreign Workers: New Stakeholders of Abenomics?”, US-Japan Research 

Institute, USJI Week、2014 年 9 月

「京都発！日本観光立国宣言」、日米研究インスティテュート（USJI）国際シンポジウム、

2014 年 12 月

“Japan in the World War II and after”, Opening Panel: The Asia-Pacific War and 

Contemporary Relevance, ASIA-PACIFICWAR, 1931-1945 INTERNATIONAL 

CONFERENCE、2015 年 7 月

“How should ROK & Japan cope with Trump?”, “Reading the New Strategic Environment 

in Asia Pacific: Dilemmas and Prospects for Canada, Japan and the Region”, A Joint 

Symposium by R-GIRO, Ritsumeikan Univ. and Canadian Embassy in Japan.、2016 年

12 月

“Japanese Perspectives on the Implications of the Trump Presidency: Transformation of 

U.S. Politics and Challenge to the Regional Order in Asia”, USJI 101 Seminar co-hosted 

by The Maureen and Mike Mansfield Foundation、2017 年 6 月

「安倍政権はトランプ大統領をどう見ているか ?」、立命館─韓国外交員合同ワークショップ、

2017 年 6 月

A commentator, Weighing Bad Options: Reflections on Past Diplomacy with North Korea 

and Alliance Options Today、2017 年 9 月

“North Korean Question: Use and Misuse of Lessons of the Past”, 120th Anniversary 

International Conference: Conflict, Reconciliation and Unification、Soongsil 

University、2017 年 10 月

A moderator of session 1, Where are we headed, War or Peace?: Ritsumeikan and Hankuk 

University of Foreign Studies Joint International Symposium on North Korea、2017 年

10 月

Moderator, Where are we headed, War of Peace? A Dialogue from Asian Perspectives, 

Ritsumeikan University、2018 年 6 月
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A panelist、日韓共同宣言 20 周年記念シンポ「急変する東アジア情勢と新しい日韓関係」第

三セッション・ラウンドテーブル：日韓関係の新しい未来：価値と課題の共有、2018 年 8

月

討論者、2018 年度日本政治学会研究大会、分科会「海外インフラ投資政策の日中比較分析」、

2018 年 10 月

［その他研究活動］

（書評）李 鐘元『東アジア冷戦と韓米日関係』、『国際政治』日本国際政治学会 Vol.113 pp.188-

189、1996 年 12 月～

A Commentary to Professor Lee Jong Wonʼs Paper, Center for American Studies, 

Ritsumeikan University ed., Publication of the Proceedings from The Kyoto American 

Studies Summer Seminar、1997 年

「空白の戦後日韓関係とアメリカ─李鐘元『東アジア冷戦と韓米日関係』李庭植『戦後日韓関

係史』─」、年報日本現代史『アジアの激変と戦後日本』第 4号、1998 年 8 月 1 日～

その他メディアでのコメンタリー、学生・社会人対象の講演会等多数。




